
総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

　
議
案
５
件
、
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
特
別
職
の
指
定
等
に
関

す
る
条
例
は
、
５
件
の
質
疑
が
あ

り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

政
策
監
が
必
要
と
な
る
経
緯

は
。答

複
雑
な
政
策
課
題
に
対
し
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
提
供
し
、

政
策
の
企
画
・
立
案
な
ど
の
助
言

を
す
る
た
め
に
設
置
す
る
。

問

任
期
を
４
年
と
し
た
理
由
は
。

答

大
き
な
政
策
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
市
長
と
同
じ
任
期
の
４

年
と
し
た
。

問

多
摩
地
域
で
政
策
監
を
配
置

し
て
い
る
自
治
体
は
。

答

昨
年
10
月
に
国
立
市
で
政
策

監
１
名
を
任
命
し
て
い
る
。

反
対
討
論
ま
ち
づ
く
り
や
開
発
の

更
な
る
人
件
費
は
反
対
の
た
め
、

本
条
例
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

公
示
送
達
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
ど
こ
に
載
せ
る
の
か
。

答

告
示
・
公
告
等
と
い
う
新
た

な
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

問

施
行
日
を
令
和
８
年
５
月
21

日
と
し
た
理
由
は
。

答

政
令
で
定
め
る
日
で
あ
り
、

５
月
21
日
と
な
っ
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
、
費
用
弁
償
、
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

令
和
８
年
度
に
想
定
す
る
支

給
割
合
は
。

答

期
末
手
当
１・
８
２
５
月
、

勤
勉
手
当
１・
５
７
５
月
で
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

時
間
額
の
上
限
を
５
０
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
理
由
は
。

答

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
を

雇
用
す
る
際
に
、
公
募
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
相
場
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

改
正
が
市
の
人
事
行
政
に
与

え
る
影
響
は
。

答

引
き
上
げ
な
ど
は
、
財
政
に

大
き
な
影
響
が
出
る
が
、
職
員
の

処
遇
は
近
隣
市
に
遅
れ
を
と
ら
な

い
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
４
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

指
定
区
域
は
市
内
の
何
か

所
、
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か
。

答

威
光
寺
東
側
付
近
な
ど
、
７

か
所
で
あ
る
。

問

林
野
火
災
注
意
報
や
警
報
を

発
令
す
る
基
準
は
。

答

注
意
報
は
、
全
３
日
間
の
合

計
降
水
量
が
１
ミ
リ
以
下
、
か
つ

全
30
日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ミ

リ
以
下
の
場
合
、
ま
た
は
全
３
日

間
の
合
計
降
水
量
が
１
ミ
リ
以
下
、

か
つ
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て

い
る
場
合
に
発
令
す
る
。
さ
ら
に
、

強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
、
林
野
火
災
警
報
を
発
令
す
る
。

問

消
防
団
と
の
連
携
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

林
野
火
災
を
想
定
し
た
連
携

訓
練
や
、
情
報
共
有
を
行
い
、
早

期
の
消
火
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
宿
区
に
お
い
て
顕
在
化
し
た

事
例
を
受
け
て
、
政
党
機
関
紙
の

庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
関
す
る
早
期

の
実
態
把
握
と
再
発
防
止
を
求
め

る
陳
情
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

市
職
員
へ
の
勧
誘
の
現
状
は
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

反
対
討
論
本
市
に
お
い
て
実
態
が

な
い
た
め
、
不
採
択
が
望
ま
し
い
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

　
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
３
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

周
知
方
法
は
。

答

広
報
い
な
ぎ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
個
別
に
通
知
を
送
付
す
る
。

問

見
直
し
を
す
る
理
由
は
。

答

制
度
や
社
会
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
現
在
必
要
な
施
策
に
重

点
化
し
、
時
勢
に
あ
わ
な
い
も
の

は
整
理
す
る
。

問

対
象
外
と
な
る
方
へ
の
支
援

の
在
り
方
は
。

答

障
害
福
祉
施
策
の
相
談
は
も

ち
ろ
ん
、
他
分
野
を
含
め
、
適
切

な
窓
口
や
制
度
を
紹
介
す
る
。

反
対
討
論
約
5
6
0
人
が
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
う
。
対
策
を

打
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、

引
き
続
き
、
福
祉
手
当
の
支
給
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質
疑

が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。問

支
給
を
受
け
て
い
る
人
数
と

対
象
外
と
な
る
人
数
は
。

答

７
２
８
人
が
支
給
を
受
け
て

お
り
、
所
得
制
限
、
年
齢
制
限
に

よ
り
、
５
４
１
人
が
対
象
外
と
な

る
。

反
対
討
論
見
舞
金
を
受
け
て
い
る

約
５
０
０
人
が
対
象
外
と
な
っ
て

し
ま
う
。
経
過
措
置
に
よ
り
、
令

和
10
年
度
か
ら
の
支
給
停
止
だ
が
、

引
き
続
き
の
支
給
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
立
病
院
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
４
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
の

指
定
を
辞
退
す
る
経
緯
は
。

答

初
診
患
者
に
対
す
る
選
定
療

養
費
の
増
額
に
よ
る
外
来
患
者
数

の
減
少
や
、
市
立
病
院
を
直
接
受

診
し
た
い
と
い
う
市
民
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
制
度
が
稲
城
の
医
療
情
勢

と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
面
が

あ
っ
た
た
め
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
病
院
事
業
企
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　
議
案
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
企
業
誘
致
条
例
は
、
５

件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問

全
部
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計

画
に
、
商
工
業
の
活
性
化
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
重
要
な
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
小
規
模
事
業
所
や

飲
食
店
の
出
店
増
加
に
つ
い
て
市

民
か
ら
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

問

飲
食
店
舗
賃
貸
奨
励
金
の
概

要
は
。

答

貸
し
店
舗
を
新
た
に
建
設
し
、

飲
食
店
に
賃
貸
し
た
場
合
は
、
固

定
資
産
税
等
相
当
額
の
１
０
０
分

の
80
、
上
限
１
０
０
０
万
円
、
交

付
期
間
１
年
間
、
既
存
店
舗
を
新

た
に
賃
貸
し
た
場
合
は
５
万
円
の

定
額
を
交
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
誘
致
奨

励
金
の
概
要
は
。

答

宿
泊
施
設
を
開
設
し
た
事
業

者
に
所
有
形
態
に
よ
り
類
型
を
分

け
、
３
年
間
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

問

制
度
導
入
の
政
策
目
標
は
。

答

市
民
の
雇
用
機
会
の
拡
大
お

よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
２

件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
を
始
め
る
理
由
は
。

答

給
付
等
を
支
え
る
財
政
基
盤

と
し
て
、
全
世
代
、
全
経
済
主
体

が
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
連
帯

の
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。

反
対
討
論
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が

厳
し
い
下
で
の
負
担
を
増
や
さ
な

い
、
子
育
て
支
援
は
国
庫
負
担
で

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。補

正
予
算
特
別
委
員
会

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、  

1７
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お
い
て
、

そ
の
補
助
を
選
択
し
た
基
準
は
。

答

速
や
か
に
効
果
が
行
き
届
く

こ
と
、
ま
た
新
た
な
事
業
に
よ
り
、

広
範
囲
に
そ
の
効
果
を
広
げ
て
い

く
よ
う
事
業
選
定
を
し
た
。

問

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
を
配

備
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答

断
水
時
で
も
、
個
別
に
密
封

し
て
使
用
で
き
、
避
難
所
で
の
感

染
症
対
策
で
も
健
康
被
害
の
防
止

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。

問

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

の
内
容
は
。

答

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
対
し
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
軽
減
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

概
要
は
。

答

１
口
（
１
冊
）
５
０
０
０
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
を

デ
ジ
タ
ル
は
６
万
セ
ッ
ト
、
紙
は

１
万
７
０
０
０
冊
販
売
す
る
。

問

中
小
企
業
省
エ
ネ
化
設
備
導

入
補
助
金
の
概
要
は
。

答

製
造
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
エ
ア
コ
ン
、
冷
凍
・
冷
蔵
庫
、

給
湯
設
備
の
更
新
や
、L
E
D
照

明
へ
の
更
新
に
対
し
て
、
補
助
率

２
分
の
１
、
補
助
上
限
20
万
円
で

導
入
費
の
一
部
補
助
を
行
う
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
１
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

被
保
険
者
健
康
診
査
料
助
成

の
増
要
因
は
。

答

広
報
で
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成

の
告
知
や
、
ｉ
バ
ス
で
の
広
告
が

結
果
に
結
び
つ
い
た
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
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京
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市
土
地
区
画
整
理

事
業
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別
会
計
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）
は
、
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ず
れ
も
質
疑
・
討
論

が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委員会で詳しく審査しました
～令和８年第１回定例会中に審査した内容は下記のとおりです～

▲補正予算特別委員会の様子
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